
  間伐した樹木と竹の有効利用のために 
（森林施業ＮＰＯ法人森林の風） 
人工林や里山、竹林の間

伐材を有効に活用するこ

とが求められるようにな

りました。森林遊びの一

環として利用から、全て

を利用する時代へと動き

始めています。会の活動

で搬出された材は下記の要領で、再利用出来るようにお願いします。 
《間伐材》 
① 建築資材としての販売 310ｃｍ又は 410ｃｍ⇒直径 16ｃｍ以上 
② 森林保全活動資材   180ｃｍ⇒軽トラックで搬出分 杭など 
③ パレット材      230ｃｍ⇒杉材 16ｃｍ～30ｃｍ 
④ 薪材          45ｃｍ 

 
《広葉樹間伐材》 
① 薪材         45ｃｍ⇒7ｃｍ～30ｃｍ程度の太さ 
② 樹木見本       20ｃｍ⇒7ｃｍ～10ｃｍ １ｍの長さで保存 
③ 森のイベント用       ⇒2ｃｍ～7ｃｍ  1ｍ以内の長さで保存 

 
《竹林》 
① 竹杭         45ｃｍ⇒５０本単位で色分け 
② 竹ポット       15ｃｍ⇒底に５個程度の穴をあける 
③ 竹チップ       製品作成後の竹（チッパーは検討中） 

 
《注意事項》 
１、 山に置いてくる場合は、等高線に平行に均一に並べる。特に斜面では集

めないようにする。 
２、 全ての材は、商品です。正確に切りそろえてください。土や表皮に傷が

つかないように気をつけましょう。 
３、 間伐後、時間が経ち雨に合うと虫が入ります。早めの搬出を！ 
４、 人工林の間伐材は、品質で決まります。リーダーの指示で！ 
５、 必要な材は、当日の活動後に持ち帰るようにしましょう。 
６、 イベント使用材は、樹木の名前を明記してください。 


